宗像市文化芸術のまちづくり１０年ビジョン重点プロジェクト　２５年度実施状況＆２６年度実施計画


平成26年3月28日　文化・スポーツ推進課
	基本目標
	重点プロジェクト
	平成２５年度実施報告
	平成２６年度実施計画

	基本目標①

環境づくり
	①文化芸術活動と鑑賞機会の確保
　【短期】
	12月　実施地区と打ち合わせ
宗像ユリックスと委託契約
1月　広報

　　　 事業実施（池野地区、河東地区）
※H２４年度は岬地区、玄海地区でパーカッションアンサンブルコンサートを実施
	自由ヶ丘地区・吉武地区・大島地区の３地区での実施

コーディネートから企画運営までを委託で行う。

財源は文化振興基金。



	
	②宗像ユリックスでの鑑賞事業【短期】
	5月　校長会での説明、全小学校4年へ参加依頼
7月　ユリックスとの委託契約

10月～　楽団員による事前出前授業の実施

11/7　モデル事業実施（九管×金聖響）
出演者は九州管楽合奏団×金聖響
午前午後の２公演で全校バス送迎を実施。
※H２３、H２４年度は九州管楽合奏団×金聖響
	前年度同様、九管のコンサートとする。
指揮者については現在選定中。

財源は文化振興基金。

	
	③アマチュア文化芸術出前隊【中期】
	*****中期目標*****


	7月　実施計画作成

10月　データベース登録時にアマチュア団体へ意向確認

1回の出前につき1人1,000円（最大5人）の旅費を市がアマチュア団体に支払う。

出演料はアマチュア団体が設定。

データベース稼働次第事業開始予定



	基本目標
	重点プロジェクト
	平成２５年度実施状況
	平成２６年度実施計画

	基本目標②

人づくり

	①データベースの構築【短期】
	「宗像ミアーレ音楽祭」をはじめとした、市及びユリックスの事業において、文化芸術団体の情報を集約した。

	引き続き、事業の実施とともに文化芸術団体の情報集約、蓄積を行っていく。活用方法についても今後ユリックスと協議、検討する。

	
	②コーディネーターの養成【短期】
	「宗像ミアーレ音楽祭」「中村研一特別展」「ユリックスカフェ」等の事業を実施するなかで、他団体、市民との連携調整を通して、ユリックス職員のコーディネート力を高めていった。
	今年度に引き続き、団体、市民と連携する事業を展開し、宗像ユリックスのコーディネート力をより一層高めていく。

また、外部研修も積極的に受講する。

	
	③若手芸術家派遣制度【中期】
	*****中期目標*****


	データベース稼働後、オーディションを行い、派遣事業を実施

	
	④ネットワーク形成の促進【中期】
	*****中期目標*****
	データベース稼働後、文化芸術団体が集うサロンを開催しネットワークを形成


平成26年3月28日文化・スポーツ推進課
平成26年3月28日　文化・スポーツ推進課
	基本目標
	重点プロジェクト
	平成２５年度実施状況
	平成２６年度実施計画

	基本目標③

街づくり
	①文化芸術活動団体助成事業【短期】
	4月　1次募集締切（9件）

6月　審査、助成決定9件（3,011,000円）

8月　2次募集締切（3件）

10月　審査、助成決定2件（322,000円）
3月　事業実施報告、補助金額確定手続

	3月24日　募集
4月18日　締切

5月末　審査

6月　助成決定

H26年度は500万円とする。

	
	②文化芸術を通じた交流の促進【短期】
	4月　中村研一特別展

4月～7月　春特別展「色定法師と日宋貿易」

7月　山笠集合展示「むなかたみんなの山笠」
9月　オガチマンス（三女神記、みあれ祭り前夜祭）

9月～11月　秋特別展「シルクロード展」　
	4月～6月　春特別展「－田中幸夫と古代の宗像－」

9月　オガチマンス

9月～11月　秋特別展　－魏志倭人伝の国々と胸形国－

2月　中村研一展

	
	③文化芸術の意義に関する啓発活動【中期】
	*****中期目標*****
	①－①や①－②、市広報紙等において文化芸術の持つ力の重要性を啓発していく。

	
	④文化芸術の他分野への活用【中期】
	*****中期目標*****
（宗像三曲協会が福祉施設へ訪問）
	データベース稼働後、教育現場や医療福祉現場と実施に向けての調整を行う。

	
	⑤市の魅力となる文化芸術の創出
【中期】※前倒しで実施
	4月　実行委員会を発足
6月　市内各所へのアウトリーチを開始

10月　宗像ミアーレ音楽祭（約15,000人）
11月　今年度実施結果を評価検証

ユリックスをメインに、市全体が音楽があふれるイベント
	4月　実行委員会を発足
6月　市内各所へのアウトリーチを開始

9月　宗像ミアーレ音楽祭
10月　今年度実施結果を評価検証

ユリックスがメインのイベント（野外コンサートはなし）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成26年3月28日　郷土文化交流課
	基本目標
	重点プロジェクト
	平成２５年度実施状況
	平成２６年度実施計画

	基本目標④

継承・活用
	①文化財等の保存と活用【短期】
	６月に田熊石畑遺跡プレオープンイベントを実施し、市民の手による芝生植えを行った。

２５・２６年度２ヵ年で、宗像大社本殿及び拝殿の修理整備工事を実施している。

また、その他に文化財では、赤間にある勝屋酒造主屋及び煙突、旧出光家住宅の国登録有形文化財（建造物）指定について申請中。
	田熊石畑遺跡シンポジウムを実施する予定。

２６年度は、宗像大社本殿及び拝殿の修理整備工事完成予定。

また、沖ノ島の国宝について、保存のための再修理を開始する予定。その他に文化財は、文化財の保存に努め、整備活用を図って行く。

	
	②世界遺産に向けた保存・活用・継承

　【短期】
	平成26年度推薦書提出のため、国内外の専門家会議を実施し、推薦書原案を策定中。

推薦書策定のため、構成資産保存の包括的保存地域等の計画を都市計画等関係各課と連携し、策定中。
	平成26年度推薦書を策定し、提出。

平成27・28年で登録を目指す。

	
	③郷土文化学習交流施設の活用

【短期】
	展示・体験施設・歴史観光ツアーなどの運用・活用は、春・秋の特別展示を実施。特に秋の特別展は新市制１０周年記念事業として、オリエント店を実施した。

館の利用者は、会館から併せて、２０万人を越える利用があった。

海の道むなかた館西館の館内のリニューアル、館の前庭、駐車場の屋外改修整備を実施。
「沖ノ島」の3Ｄシアターでは、子ども向けアニメを制作し、現在放映中。
	展示・体験施設・歴史観光ツアーなどの運用・活用

の充実を図る。

展示については、田熊石畑遺跡公園（いせきんぐ）のグランドオープンを前にシンポジウム等を実施し、併せて、国の重要文化財に指定された田熊石畑遺跡出土品を展示するとともに、他市町村の国宝・重要文化財も併せて展示する。

	
	④文化芸術的資源の把握と継承
プログラム作成【短期】
	平成25年度は、鐘崎地区において、地元学の手法で、地域に残る文化芸術的資源を掘り起こし、解説研修を実施した。
	26年度は、海の道むなかた館の地域学芸員2期修了の地域学芸員を活用し、鐘崎地区等の歴史散歩のコースを検討し、実践的な解説研修を実施する。

	
	⑤地域学芸員の養成【短期】
	平成25年度地域学芸員2期講座を実施し34名が講座を修了。
	26年度は、館運営の中核を担う組織の一員に成長するように実践による育成を図るとともに1期受講者と併せて、来館者等への解説及び地域での調査活動を実施する。

	
	⑥情報発信の民間の取り組みの促進
【中期】
	民間会社を活用してテレビ・メディアへの積極露出を行った。
	ホームページを運用する。

民間広告会社活用を拡充し、露出を増やす。


平成26年3月28日　文化・スポーツ推進課
	基本目標
	重点プロジェクト
	平成２５年度実施状況
	平成２６年度実施計画

	基本目標⑤

仕組みづくり
	①元気のまちづくり基金の創設と活用【短期】
	①－① 50万円

①－②550万円

①－③ 50万円

③－①500万円（100万増）

④－④ 25万円

モデル期間を終了する①－②、④－④の次年度以降を検証
	①－① 50万円

①－②550万円

①－③ 50万円

③－①500万円
モデル期間を終了する①－①の次年度以降を検証

	
	②文化振興財団（仮）の設立【短期】
	25年4月1日登記
	

	
	③専門家の配置、相談窓口開設
【短期】
	専門家の配置については、ユリックスがその役割をもっている。相談窓口については今後開設を検討。
	

	
	④検証評価委員会の設置と検証

　【中期】
	*****中期目標*****
	平成27年度の中間見直しに向けて、検証評価委員会の設置を検討する。



4

